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1時間雨量
やや強い雨

10～20mm
強い雨

20～30mm
激しい雨

30～50mm
非常に激しい雨
50～80mm

猛烈な雨
80mm以上

雨の降り方
のイメージ

ザーザーと降る。 どしゃ降り。
バケツをひっくり返
したように降る。

滝のように降る。
(ゴーゴーと降り続く)

息苦しくなるような
圧迫感がある。
恐怖を感じる。

人への影響
地面からの跳

  ね返りで足元
がぬれる。

 傘をさしていてもぬれる。  傘は全く役に立たなくなる。

■道路・水路・ポンプ施設について ☞ 建設課 0823-43-1646
■防災・避難行動について ☞ 危機管理課 0823-43-1633
■土のうの配布について ☞ 消防本部 0823-40-0119

江田島市ホームページ(建設課)においても内水浸水ハザードマップを公表しています。

江田島市
内水浸水ハザードマップ

江田島市
令和８年9月

～大柿町大原地区～

内水浸水ハザードマップとは、大雨が降ったときに、どの地域でどの程度
浸水するおそれがあるかを示した地図に、避難場所や避難方法などの情報
を加えたものです。
ご自宅やお住まいの地域の浸水情報や避難場所などを確認していただき、
いざというときの避難に役立てていただくためのものです。

1時間当り130mmの大雨でも
潮位が低い場合(雨水自然流
下)には高潮位時に比べ、浸水
区域や浸水深は大幅に減少し
ています。

平成21年7月24日～25日に
発生した実際の雨量および潮
位でシミュレーションした結

果です。
※実際の浸水区域や浸水深は、
シミュレーションと異なる場合
があります。

ハザードマップでご自宅の場所に
色が塗られているか確認しましょう。

塗られている

ご自宅に留まり安全を確保してください。
※周りと比べて低い土地にお住まいの方は、
必要に応じて避難してください。

塗られていない

ご自身または一緒に避難する方は
避難に時間がかかりますか？

※警戒レベル４「全員避難」は、高齢者などに限らず全員が危険な場所から避難するタイミングです。

警戒レベル３から行動
開始しましょう。

はい

いいえ

警戒レベル4で速やか
に避難しましょう。

高齢者などは避難 全員避難

!

!

「避難」とは「難」を「避」けることです。
 安全な場所にいる人は、避難場所に行く必要はあり
ません。

避難先は、小中学校・公共施設だけではありません。  
安全な場所に住んでいる親戚や知人宅に避難するこ
とも考えてみましょう。

浸水区域や浸水深は、雨量だけでなく潮位の状況によっても大きく異なるため、それぞれ2つのケースを
想定してシミュレーションした結果を下図に示しています。



大原地区内水浸水ハザードマップ

本マップは、過去最高潮位4.75mの際に1000年に1度程度の大雨(想定最大規模降雨)が降った場合、想定される浸水区域や
浸水深(浸水域の地面から水面までの高さ)を示した内水浸水想定区域図に基づき作成しています。

■大原ポンプ場

昭和61年に3基、平成12年に1基の排水ポン
プ(口径1000mm)を供用開始し、平成23年
に増設された2基の排水ポンプ(口径500mm)
と合わせ計6基の排水ポンプを有する施設で
す。

〇低潮位時
流域に降った雨水は、自然
流下で海に排出されます。

〇高潮位時
河川流末の樋門が閉鎖され
るため、流れてきた雨水を
海へ排出できず、雨水調整
池を経由して大原ポンプ場
より排出されます。

■大原地区の排水シナリオ

P

低潮位

×
P

高潮位

■排水能力を超える大雨による浸水

一時的に大雨が降った場合
に、下水道や排水施設又は
河川などの公共水域に雨水
を排水できず、土地や建
物・道路が浸水してしまう
ことをいいます。

江田島市が位置する瀬戸内地域では、1000年に1度程度の大雨は「1時間当り130mm」とされています。
※実際の降雨状況により、浸水区域や浸水深は異なる場合がありますのでご注意ください。

江田島市公式LINE
江田島市

防災放送アプリ

コスモキャスト

キキクル気象庁

お持ちのスマホ端末で検索

内水浸水は「排水能力の限界」で起き
るため、事前のひと手間が被害を大き
く減らします。
・側溝や排水溝の掃除をする。
  （落ち葉・泥・ごみを除去）
・玄関や勝手口に土のう・水のうを準備する。
・雨樋の詰まりを点検し、排水機能を維持する。
・車は早めに高台へ移動する。

■気象・浸水情報で常に危険を先取りする！

内水浸水は「川が増水していなく
ても突然起きる」ため、情報が命
を守ります。
・雨雲レーダーで大雨の時間帯を把握する。
・江田島市公式LINEや防災放送アプリなど
で避難情報を入手する。

・キキクルで危険度情報を入手する。
・過去に浸水した場所は特に警戒する。

■冠水した道路・低地に絶対入らない！

内水浸水は“浅く見えても危険”で、
事故の多くは「様子を見ようと外に
出た」時に起きています。
・道路はマンホールが外れ、危険な場合がある。
・側溝や段差が見えにくくなる場合がある。
・低い土地などは数分で冠水してしまう。
・車は水圧でドアが開かなくなる。

マップの活用方法

自宅周辺の浸水区域および浸水深を確認しましょう。

STEP

避難場所および避難経路を確認しましょう。

STEP
避難行動について家族や地域で話し合いましょう。

STEP

マップの活用方法

大古小学校
認定こども園おおがき

●大原ポンプ場

大柿中学校

江田島市役所◎

明慶寺

大柿市民センター

〇×大柿交番

浸水時には浸水想定区域内の避難所は、使用できなくなる場合があります。
市の防災情報や避難情報に従って避難してください。

凡例

指定緊急避難場所

市役所

●

警察

排水ポンプ場

指定避難所

◎

〇×

寄涛集会所
大柿市民センター駐車場

大柿中学校グラウンド

大柿高等学校新館廊下3F・4F

浸水程度の目安

～0.2m未満(道路冠水）
～0.5m未満(床下浸水）

～1.0m未満(床上浸水）

～2.0m未満(1階軒下）

～5.0m未満(2階軒下）

～3.0m未満

～1.5m未満

■排水機能を確保し、家に水を入れない準備を！
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